
（
父

　忠

　六
月

　永
眠
）

茲
に
本
年
中
の
ご
芳
情
を
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

明
年
も
一
層
の
ご
交
誼
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
三
年
十
一
月

〒644-0000

和
歌
山
県
〇
〇
市
〇
〇
町
一
丁
目
二
ー
三

紀

州

太

郎

　

　

花

子

電
話（
〇
〇
〇
〇
）〇
〇
ー
〇
〇
〇
〇
番

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
芳
情
に
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

な
お
時
節
柄
一
層
の
ご
自
愛
の
ほ
ど
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

令
和
三
年
十
一
月

喪中　Ｂ喪中　Ａ

〒644-0000

和
歌
山
県
〇
〇
市
〇
〇
町
一
丁
目
二
ー
三

紀

州

太

郎

　

　

花

子

電
話（
〇
〇
〇
〇
）〇
〇
ー
〇
〇
〇
〇
番

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

今
年
三
月
に
母
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
わ
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
三
年
十
一
月

喪中　Ｃ

〒644-0000

和
歌
山
県
〇
〇
市
〇
〇
町
一
丁
目
二
ー
三

紀

州

太

郎

　

　

花

子

電
話
（
〇
〇
〇
〇
）
〇
〇
ー
〇
〇
〇
〇
番

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

今
年
三
月
に
義
母

　日
高
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
わ
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
三
年
十
一
月

喪中　Ｄ

〒644-0000

和
歌
山
県
〇
〇
市
〇
〇
町
一
丁
目
二
ー
三

紀

州

太

郎

　

　

花

子

電
話（
〇
〇
〇
〇
）〇
〇
ー
〇
〇
〇
〇
番

私製ハガキ見本 官製ハガキ見本

官製　１ 官製　２官製　１

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
わ
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
三
年
十
一
月

〒644-0000

和
歌
山
県
〇
〇
市
〇
〇
町
一
丁
目
二
ー
三

紀

州

太

郎

　

　

花

子

電
話（
〇
〇
〇
〇
）〇
〇
ー
〇
〇
〇
〇
番

官製　２

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
わ
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
三
年
十
一
月

〒644-0000

和
歌
山
県
〇
〇
市
〇
〇
町
一
丁
目
二
ー
三

紀

州

太

郎

　

　

花

子

電
話（
〇
〇
〇
〇
）〇
〇
ー
〇
〇
〇
〇
番

官製　３官製　３

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

ご
挨
拶
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
わ
り
ま
し
た
ご
厚
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
三
年
十
一
月

〒644-0000

和
歌
山
県
〇
〇
市
〇
〇
町
一
丁
目
二
ー
三

紀

州

太

郎

　

　

花

子

電
話（
〇
〇
〇
〇
）〇
〇
ー
〇
〇
〇
〇
番

令
和
三
年
十
一
月

義
母 

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
芳
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

〒644-0000

和
歌
山
県
〇
〇
市
〇
〇
町
一
丁
目
二
ー
三

紀

州

太

郎

　

　
花

子

電
話（
〇
〇
〇
〇
）〇
〇
ー
〇
〇
〇
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番

官製　４

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

（
父

　忠

　六
月

　永
眠
）

（
父

　忠

　六
月

　永
眠
）

今
年
三
月
に
母
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
母
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　日
高
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　日
高
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　日
高
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　日
高
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
母
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
母
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

今
年
三
月
に
義
母

　山
田
春
子
が
永
眠
い
た
し
ま
し
た

義
母
山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た



官製ハガキ見本

官製　６官製　６

令
和
三
年
十
一
月

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
芳
情
に
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

み
な
さ
ま
お
健
や
か
に
佳
き
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
ま
せ

〒644-0000

和
歌
山
県
〇
〇
市
〇
〇
町
一
丁
目
二
ー
三

紀

州

太

郎

　

　
花

子

電
話（
〇
〇
〇
〇
）〇
〇
ー
〇
〇
〇
〇
番

官製　５官製　５

本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
芳
情
に
深
謝
い
た
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
交
誼
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

み
な
さ
ま
お
健
や
か
に
佳
き
新
年
を
お
迎
え
下
さ
い
ま
せ

令
和
三
年
十
一
月

〒644-0000

和
歌
山
県
〇
〇
市
〇
〇
町
一
丁
目
二
ー
三

紀

州

太

郎

　

　
花

子

電
話（
〇
〇
〇
〇
）〇
〇
ー
〇
〇
〇
〇
番

官製 12

官製 11

喪中はがき印刷料金表
（消費税込み） 令和３年10月

2,640円
2,860円
3,080円
3,300円
3,520円
3,740円
3,960円
4,180円
4,400円
4,620円

5,770円
6,920円
8,070円
9,220円
10,370円
11,520円

金額金額枚数 枚数
100枚以上一枚につき

23円加算10枚まで

20枚まで

30枚まで

40枚まで

50枚まで

60枚まで

70枚まで

80枚まで

90枚まで

100枚まで

150枚

200枚

250枚

300枚

350枚

400枚

※官製ハガキの場合は、別途官製ハガキ代が必要です。

官製　７

官製　９官製　９

喪
中
に
つ
き
年
末
年
始
の

　
ご
挨
拶
を
ご
遠
慮
申
し
上
げ
ま
す

義
母

　
山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
芳
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

令
和
三
年
十
一
月

〒644-0000

和
歌
山
県
〇
〇
市
〇
〇
町
一
丁
目
二
ー
三

紀

州

太

郎

　

　
花

子

電
話（
〇
〇
〇
〇
）〇
〇
ー
〇
〇
〇
〇
番

官製　８官製　８

喪
中
に
つ
き
年
頭
の
ご
挨
拶
を

　
　
　
失
礼
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

義
母

　
山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
芳
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
令
和
三
年
十
一
月

〒644-0000

和
歌
山
県
〇
〇
市
〇
〇
町
一
丁
目
二
ー
三

紀

州

太

郎

　

　
花

子

電
話（
〇
〇
〇
〇
）〇
〇
ー
〇
〇
〇
〇
番

官製　10官製 10

〒644-0000

和歌山県〇〇市〇〇町１丁目2-3
電話（0000）00－0000番

紀 州 太 郎
　 　 花 子

本年中に賜りましたご芳情に深謝いたしますと共に
明年も変わらぬご交誼の程お願い申し上げます
みなさまお健やかに佳き新年をお迎え下さいませ

令和3年11月

官製 12

義母 山田春子が３月１日に80歳で永眠致しました
ここに本年中に賜りましたご芳情を深謝致しますと共に
明年も変わらぬご厚誼のほどお願い申し上げます

令和3年11月

〒644-0000　和歌山県〇〇市〇〇町1丁目2ー3 
電話（〇〇〇〇）〇〇ー〇〇〇〇番

紀 州 太 郎
　 　 花 子

官製 11

〒644-0000

和歌山県〇〇市〇〇町1丁目2ー3 
電話（〇〇〇〇）〇〇ー〇〇〇〇番

紀 州 太 郎
　 　 花 子

本年中に賜わりましたご芳情に深謝いたしますと共に
明年も変わらぬご交誼の程お願い申し上げます
皆様お健やかに佳き新年をお迎え下さいませ

令和3年11月

義
母

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

義
母

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

義母 山田春子が３月１日に80歳で永眠致しました義母 山田春子が３月１日に80歳で永眠致しました義母 山田春子が３月１日に80歳で永眠致しました義母 山田春子が３月１日に80歳で永眠致しました義母 山田春子が３月１日に80歳で永眠致しました義母 山田春子が３月１日に80歳で永眠致しました

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
に
て
永
眠
い
た
し
ま
し
た

令
和
三
年
十
一
月

義
母 

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た

こ
こ
に
本
年
中
に
賜
り
ま
し
た
ご
芳
情
を
深
謝
致
し
ま
す
と
共
に

明
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
厚
誼
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

〒644-0000

和
歌
山
県
〇
〇
市
〇
〇
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一
丁
目
二
ー
三

紀

州

太

郎
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〇
〇
）〇
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ー
〇
〇
〇
〇
番

義
母
山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た

山
田
春
子
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三
月
一
日
に
八
十
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た

山
田
春
子
が
三
月
一
日
に
八
十
歳
で
永
眠
致
し
ま
し
た


